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プロテイン粉末の摂取が大学野球選手の身体組成に
及ぼす影響











































　同意が得られた 50 名を次の 2 群に分けた。すなわち，ア
サヒ社製ディアナチュラアクティブ（カフェオレ味：以下，
DNA と略す）を摂取するグループ 25 名（以下，DNA 群）と
明治社製ザバス WHEY100（ココア味：以下，WHEY100 と
略す）を摂取するグループ 25 名（以下，SW100 群）であった。
プロテイン粉末の摂取が大学野球選手の身体組成に及ぼす影響













ル量，骨格筋量で有意な低下，体脂肪量で有意な上昇が認められた。また，健康関連 QOL（HRQOL： Health Related Quality of 
Life）の指標である SF36-v2 アンケートの結果では，10 項目中「FP（日常的役割機能；身体）」「GH（全身的健康感）」「FP（活力）」
「SF（社会的生活機能）」「RE（日常的役割機能；精神）」「MCS（精神的側面の QOL）」「RCS（社会的側面の QOL）」の 7 項目において
DNA 摂取群の方が高得点を示した。その中でも「GH（全身的健康感）」では有意に高い値を認めた。以上のことから，DNA の摂











　以上のようなスクリーニングの結果，被験者は DNA 群 16











　プロテイン粉末の摂取は 1 日 1 回とした。摂取のタイミン









































































エネルギー 84kcal、たんぱく質 15g、、脂質 1.2g、炭水化物 3.3g、食塩相当量 0.20g、ビタ
ミンA 257～690μg、ビタミンB1 0.40mg、ビタミンB2 0.47mg、ビタミンB6 0.44mg、ビタミン
B12 2.2μg、ビタミンC 34mg、ビタミンD 3.1μg、ビタミンＥ 2.9mg、ナイアシン 4.5mg、パント
テン酸 2.0mg、葉酸 120μｇ、カルシウム 284mg、マグネシウム 107mg、鉄 2.3mg、銅







エネルギー83kcal、たんぱく質 15ｇ、脂質 1.3ｇ、炭水化物 2.7ｇ、ナトリウム 100㎎、ビタミ
ンＢ1 0.87mg、ビタミンＢ2 0.93㎎、ナイアシン6.3㎎、ビタミンＢ6 0.64㎎、葉酸 84～220μ
g、ビタミンB12 0.8～3.1μg、パントテン酸 0.8～3.1μg、ビタミンC 88mg
全員（n=32） DNA摂取群（n=16） SW100摂取群（n=16）
年齢(歳) 19.6±0.2 19.6±0.8 19.6±0.7
身長（cm） 177.3±1.6 177.3±1.9 177.6±1.4
体重（kg） 74.8±1.8 75.2±2.1 74.3±1.5





















　すなわち，摂取前の測定日は 2018 年 2 月 28 日（水）であ










































































エネルギー 84kcal、たんぱく質 15g、、脂質 1.2g、炭水化物 3.3g、食塩相当量 0.20g、ビタ
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B12 2.2μg、ビタミンC 34mg、ビタミンD 3.1μg、ビタミンＥ 2.9mg、ナイアシン 4.5mg、パント
テン酸 2.0mg、葉酸 120μｇ、カルシウム 284mg、マグネシウム 107mg、鉄 2.3mg、銅
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摂取基準 2010 年版（厚生労働省 2010）では，成人のたんぱく































































本研究の結果では、プロテイン粉末を摂取する前の DNA 群の値と SW100群の値の間には有意差
が認められず、また、摂取した後の DNA群の値とSW100群の値の間に有意差は認められなかった。




平均 SD 平均 SD
①体水分量 47.1 4.8 47.0 4.8 N.S.（P=0.3655）
②たんぱく質量 13.0 1.3 12.9 1.3 N.S.（P=0.7766）
③ミネラル量 4.3 0.5 4.3 0.5 P<0.05（P=0.0216） ↓
④体重 75.2 8.6 75.2 8.6 N.S. (P=0.7684)
⑤骨格筋量 37.2 3.9 37.0 3.9 N.S. (P=0.2376)
⑥体脂肪量 10.8 5.2 11.0 1.0 N.S. (P=0.1228)
平均 SD 平均 SD
①体水分量 47.6 3.4 47.1 3.5 P<0.01（P=0.0045） ↓
②たんぱく質量 13.1 0.9 12.9 1.0 P<0.01（P=0.0015） ↓
③ミネラル量 4.4 0.3 4.3 0.3 P<0.01（P=0.0097） ↓
④体重 74.3 6.1 74.1 6.1 N.S. (P=0.2106)
⑤骨格筋量 37.3 2.8 37.1 2.8 P<0.05 (P=0.0466) ↓

























差を認めなかった。また，SF36-v2 の結果は表 6 に示した。
SF36-v2 の各下位尺度は 0～ 100 点であり，数値が高いほど
QOL が高いことを示している。両群の平均値の差において
「GH（全身的健康感）」の項目には有意差が認められた。
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	 表 5-1　体感アンケートの結果（1～ 10）
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DNA(n=16) 0 0% 1 6% 4 25% 9 56% 2 13%
SW100(n=16) 0 0% 3 19% 2 13% 8 50% 3 19%
DNA(n=16) 1 6% 2 13% 4 25% 7 44% 2 13%







平均 SD 平均 SD
PF(身体機能) 92.8 24.8 94.1 8.0 N.S.
FP（日常役割機能；身体） 89.5 18.6 83.6 26.9 N.S.
BP(体の痛み) 69.6 28.8 71.9 28.4 N.S.
GH（全身的健康感） 83.8 16.3 71.1 13.3 ＊
VT(活力) 68.9 17.4 61.1 17.3 N.S.
SF(社会的生活機能) 85.9 23.2 80.5 20.4 N.S.
RE(日常的役割機能；精神) 90.6 16.9 85.9 21.0 N.S.
MH(心の健康) 70.3 22.1 70.9 20.8 N.S.
PCS(身体的側面のQOL) 493.6 127.7 516.1 68.4 N.S.
MCS(精神的側面のQOL) 658.0 118.2 620.8 94.9 N.S.
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	 表 8　食事日誌による栄養素等の摂取量
	 表 7　SF36-v2 の平均値による比較結果
  
 
 表 8には食事日誌による栄養素などの摂取量の結果を示した。DNA群と SW100 群間では、葉酸
摂取量のみに有意差が認められ、それ以外の栄養素では有意差は認められなかった。プロテイン
粉末を追加した栄養素等摂取量では、カルシウム、マグネシウム、鉄、亜鉛、銅、マンガン、セ
レン、クロム、ビタミン A、ビタミン D、ビタミン E、ビタミン B12、葉酸、パントテン酸の 14
種類で DNA群で有意に高い値を認め、ビタミン B1、ビタミン B2、ナイアシン、ビタミン B6、ビ
タミン C の 5種類で有意に高い値を認めた。これは、プロテイン粉末の DNA に含まれる栄養素、
SW100 に含まれる栄養素が影響している。 























































クロム，ビタミン A，ビタミン D，ビタミン E，ビタミン
B12，葉酸，パントテン酸の 14 種類で DNA 群で有意に高い
値を認め，ビタミン B1，ビタミン B2，ナイアシン，ビタミ
ン B6，ビタミン C の 5 種類で有意に高い値を認めた。これ
は，プロテイン粉末の DNA に含まれる栄養素および SW100
に含まれる栄養素が影響していると考えられる。
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